
授業科目名

学年

授業形態

必修・選択 幼稚園教諭 21年

テーマ

◯

◯

◯

テキスト

プリント

ポートフォリオ

課題の確認と
成績評価方法

ディプロマ
　　　ポリシー

カリキュラム
　　　ポリシー

授業の概要
教師・保育者の職務内容と具体的な働き、求められる倫理、服務上・身分上の義務、身分保障の理解、チーム学校
運営への対応について理解を深める。

授業の
到達目標

保育者論　保育職の魅力発見！（みらい）　持続可能な社会をつくる日本の保育(かもがわ出版)

なし参考書

授業中にプリントを配布する

授業態度･授業への参加度(３0％)　授業内筆記課題(４０％)　提出課題(３0％)

2019年度 和泉短期大学 シラバス

保育者論 教員氏名 片山知子

２年

なし

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

開講学期

現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教師・保育者の専門性について考察し、理解する。特に教職の
意義、保育者の役割・資質能力・職務内容について身に付け、保育職への意欲を高め、さらに適性を判断し、進路
選択に資する保育者の在り方を理解する。

保育者の役割、その専門性について理解する

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。

2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

科目群Ⅲ
知識・技能

子どもの心と体とそれを取り巻く環境を知り、共に成長するための様々な支援の内容
と方法に関する専門的な知識と技能を身につける

後期

講義 単位数 2単位

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

科目群Ⅰ
教養

保育士・幼免必修 実務経験



テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

第9回

適切な職務の遂行。生涯にわたって学び続けることの必要性。

保育者の専門性について事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。

第7回

保育者の専門性②保育者の資質能力。遊びを支える保育者。認定こども園の映像に学ぶ。

保育と遊びについて事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。

第8回

保育者の専門性③保育者の研修の意義と位置づけ。保育実践の映像から学ぶ。

保育者の資質向上について事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。

第5回

日本の保育者に学ぶ「日本の保育(幼児教育)の成り立ち、今日に求められる保育者観」

配布資料で事後学習する。次回の授業内容を事前学習し、提出課題（レポート）のための資料準備を
始める。

第6回

保育者の専門性①保育職の職業的特徴。法令による定義

授業概要と課題

第1回

オリエンテーション・授業内容の説明と予定

次回の授業内容を事前学習する

第2回

保育者の役割①公教育の担い手としての教員の存在意義

映像資料から学んだことを事後学習し、次回授業に持参する。次回の授業内容を事前学習する。

保育職の特色について事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。

第3回

保育者の役割②保育者の職務内容の全体像と倫理。特色ある保育を映像から学ぶ。

多様化する保育者の役割について事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。

第4回

世界の保育者に学ぶ「保育(幼児教育)の歴史を作った人々、保育の変遷」

配布資料で事後学習する。次回の授業内容を事前学習する。
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第10回

家庭との連携、保護者への支援。子どもの思いに共感する保育。

授業で紹介された映像について課題用紙に記入し、次回の授業に提出する。次回の授業内容を事前
学習する。

第11回

養護と教育の一体的展開。どの子どもにとってもうれしい保育を考える（ワークショップ）

事前学習として新聞の保育、教育、福祉関係の記事を一つ準備する

第15回

まとめ・保育者として歩む教育者

これまでの授業で取り上げた事柄について事前学習する。

第12回

幼児への指導及び指導以外の園務。計画に基づく保育の実践・省察と評価

配布資料で事後学習する。

第13回

チーム学校運営への対応。園内の教職員や多様な専門家・機関等との連携・分担の理解

授業で紹介された事例について課題用紙に記入し、次回の授業に提出する。次回の授業内容を事前
学習する。

第14回

保育・幼児教育の今日的課題。組織的に諸課題に対応することの重要性。危機管理を映像から学ぶ

配布資料で事後学習する。


